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１目的

最近の研究により，神経内分泌系（中枢神経

系）で産生される脳ホルモンが免疫機能を調節

すること，逆に免疫系（生体防御系）で産生さ

れる免疫調節因子が中枢神経系に影響を及ぼす

ことが明らかになってきた')。そして，これら

の研究成果はいわゆる「免疫神経内分泌学」と

呼ばれる学際的な新しい学問領域を拓き始めて

いる。

インターロイキン１（interleukin-1：ＩＬ－１）

は免疫系が活性化されたときに産生される代表

的な免疫調節因子であるが2)，本来の免疫作用

のほかに，中枢神経系に対してさまざまな生理

作用をもつことが明らかにされつつある。この

一環としてわれわれは，IL-’がストレス反応

の中軸をなす視床下部-下垂体一副腎皮質系を賦

活化することを見い出した3-5)。この事実は，

生体が細菌やウイルスに暴露される「免疫学的

ストレス」状態において，免疫担当細胞より分

泌されるＩＬ－１が一つのストレスホルモンとし

て機能する可能性を示唆するものと考えてい

る。

さらにわれわれは，ＩＬ－１の中枢作用に関す

る研究を進める中で6,7)，ＩＬ－１が幽門結紫ラッ

トにおいて中枢神経系を介して胃酸・ペプシン

分泌を強力に抑制することを世界に先駆けて発

見した8~10)。加えて，ＩＬ－１の前投与によって

水浸拘束ストレス漬傷の発生が用量依存性に抑

えられることを見い出した'０)。そこで本研究で

は，ＩＬ－１の抗潰傷作用の機序を探る目的で，

種女の実験潰傷モデルにおけるＩＬ－１の胃粘膜

防御作用について検討した。

２材料と方法

１）試薬

ＩＬ－１製剤としては，大塚製薬の平井博士よ

り提供された遺伝子組み換え型ヒトＩＬ－１β'１）

を使用した。甲状腺刺激ホルモン放出因子

(thyrotropin-releasinghormone：ＴＲＨ）はペプ

チド研究所（大阪）より購入した。ＩＬ－１は投

与する直前に生理食塩水に溶解して大槽内（１０

脚/rat)あるいは腹腔内(1,J/rat)ﾍ投与し

た。対照群には同量の生理食塩水を投与した。

大槽内投与はエーテルで軽く麻酔したラットを

脳定位固定装置に装着したうえでマイクロシリ

ンジを用いて行った。ＴＲＨ潰傷の作成には

TRHを同様な方法で大槽内へ投与した。

２）実験動物と飼育条件

体重約２００９のWistar系雄性ラットを被験

動物として用いた。標準ラット飼料ＭＦ（オ

リエンタル酵母）と水道水を自由摂取させ，

25土2.Ｃの室温と１２時間明暗サイクル（０７：

00～１９：００明）下で飼育した。なお，実験に用

いるときには前日より24時間絶食とした。
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